
令和５年度 学校マネジメントシート 

 

【様式】 

  学校名（  相可高等学校  ） 

１ 目指す姿 

(1)目指す学校像 

〇生徒の夢をかなえる学校 

〇地域と共に歩む学校 

〇教職員がやりがいを実感し互いに高めあう学校 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

〇夢の実現を目指して自律的にかつ誠実に学び続けることができる生徒 

〇変化や困難に対して柔軟にかつたくましく対応することができる力を有する生徒 

ありたい 

教職員像 

〇生徒の学力向上に努めるとともに、生徒の人権・健康・安全を守ることができる 

教職員 

〇同僚性を発揮するとともに、互いに支えあうことができる教職員 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手

とそこからの

要求・期待 

生徒、保護者、地域社会 

○学習指導・生徒指導・進路指導、部活動指導の充実 

○地域活性化への貢献 

○卓越した取組とその成果の継承学習指導・生徒指導・進路指導・部活動指導の充実 

(2)連携する相手

と連携するうえ

での要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

生徒：わかる授業、学力の定着・向上、部

活動の充実、希望進路の実現、安心して

学べる環境 

保護者：学習指導・生徒指導・進路指導

の充実 

地域社会：地域活性化への貢献 

関係企業・団体等：話題性によるイメー

ジの向上 

保護者：学校教育への理解・協力・支援、

家庭での指導 

地域社会・企業等：教育活動への理解・協

力・支援、学習成果を発表・活用する機会

の提供、部活動指導等への支援（地域部活

動の設置） 

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 



(3)前年度の学校 

関係者評価等 

〇学習指導 

・生徒たちの家庭学習を増やすために、教員が何を指示、提示できたかを総括できる

とよい。例えば、単に宿題を増やすということではなく、今日の授業から次の授業ま

でに行う家庭での学習内容について、授業時間内に生徒たちにどう伝えるかなど。 

・学習活動は学校教育活動の核となる部分である。取組の結果で生徒の学習姿勢にど

のような変容があったか、教員のどのような取組で効果があったのか等も具体的に検

証するとよい。 

・公開授業の成果を入れてもらうとよい。 

○ 進路指導 

普通科のキャリア教育は前年度の課題になっている。他校とは異なり、職業学科を

併設する「相可高校」普通科の特色を、生徒募集の段階からＰＲし、入学後のキャリ

ア教育に繋げていくことができればよいと考える。 

〇社会性の伸長 

いじめアンケートの回収率がもう少し上がるとよいと思う。 

○ 専門教育 

教員の専門性を育成するという課題の結果はどうなっているのか。勤務時間の縮減

が思うように実現できないことや、予算の削減という厳しい実情の中で、難しいとは

思うが、必要なことだと思う。 

〇情報発信 

様々な取組の結果、昨年度より入学志願者数がずいぶん増えてよかった。 

〇働きやすい職場環境づくり 

・部活動を地域移行化できるとよいが、現行では働き方改革は難しいと思う。 

・部活動の地域移行について、まごの店で活動する調理部を地域の指導者がフォロー

できれば、モデルケースになる可能性がある。民間が受け入れてくれるように今後も

多気町として支援していきたい。 

・中学校と高校では部活動に求められているものが違うと思う。部活動にもよるが、

高校ではより強くなる、勝つことが求められている。しかし、強くなると入部を希望

する生徒が減る傾向にある。生涯体育と考えた場合、高校から部活動を始めることが

難しいのはどうかと思う。中学校では部活動に対する教職員の意識が変わってきてい

る。生徒と顧問の健康を保つためにも部活動ガイドラインを守ろうと考えている。部

活動と生徒の自主練習とを組み合わせることで確実に変化している。高校はどこまで

部活動ガイドラインが守られているのか。 

・定時退校率が高い数値で驚いた。 

〇その他 

・学校紹介ＤＶＤで「生徒と先生の距離が近い」との発言があった。先生との距離が

近いことは生徒が安心できてよいと思う。この点は中学校へのアピールポイントなる

と思う。 

・「普通科」の目指すものが他学科に比べて明確でないことについて、普通科の先生方

で話し合ってみてはいかがか。 

(4)現状と

課題 

教育 

活動 

〇学習指導  家庭学習の時間が増えるよう習慣化させる必要がある。 

〇生徒指導  令和４年度、問題行動件数が増加した。 

       いじめアンケートの回収率が低い。 

〇進路指導  将来を見据えたキャリア教育のさらなる推進が求められる。 

〇保健指導  美化・衛生意識を高める必要がある。 

〇専門教育  学科間連携や、すべての学科で地域や外部との連携をすすめたい。 

〇社会性の伸長 挨拶・返事・身だしなみへの意識を向上させる必要がある。 

〇普通科改革  

地域密着型普通科として、他の進学校や私立高校との区別化が必要。中学生や在校

生が、相可高校普通科に入ると何ができるのか、何ができるようになったのか、はっ

きりと理解できるようなＰＲも必要であると考える。 



学校 

運営等 

〇働き方改革と部活動 

・令和４年度は年間休暇取得日数が減少し、時間外労働も増えた。ワークライフバラ

ンスを意識した職場集団作りをすすめなければならない。 

・部活動ガイドラインを守ったうえで、外部指導者の活用や顧問の複数配置により過

重労働時間の削減を目指す必要がある。部活動の地域移行については引き続き多気町

と相談しながら方法を模索していく。特に「まごの店」の運営は、部活動として行っ

ているものの、教育課程の延長線上に位置づけられる部活動であることから、学科の

取組との関係性も深い。活動内容について、日程や内容等、日常の授業と調整しなが

ら活動をすすめることで、過重労働の軽減につなげたい。 

〇教職員の資質能力向上と信頼される学校づくり 

・「わかりやすい授業」を実施するため、授業力の向上が求めらる。そのための取組

の一つとして現在実施している授業公開週間における互見授業の効果的な実施が求

められる。 

・教職員が探究心を持ちつつ自律的かつ継続的に新しい知識・技術（技能）を学び続

けられるよう、充実した研修の機会の確保に努める。その一方で時間的な負担が増加

しないよう、研修の実施方法も検討する必要がある。 

 

３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

〇「夢の実現を目指して自律的にかつ誠実に学び続けることができる生徒」に関して 

生徒が学ぶことに興味・関心を持ち、自分の将来と結びつけて学習に取り組む「主体的な学び」、

生徒が他の生徒や教職員、地域や世界の人々と対話をしながら、自分の考えを広げ深める「対話

的な学び」、各教科等で得た知識や考え方を活用して課題解決等に向けて探究する「深い学び」

の視点で、「どのように学ぶか」という学びの質を重視した教育に取り組む。 

〇「変化や困難に対して柔軟にかつたくましく対応することができる力を有する生徒」に関して 

各学科がそれぞれあるいは相互に連携を図りながら、また生徒が地域の方々や職業人など多様

な人々と関わりながら、地域の産業や行政と協力し、地域の活性化や課題解決に取り組む本校な

らではの、実社会と繋がった特色ある学習活動を拡充する。 

学
校
運
営
等 

○「教職員がやりがいを実感し互いに高めあう学校」に関して 

授業・分掌業務・部活動指導等について、同僚性を発揮するとともに、協力・協同して取り組

む体制が確立するなど、教育活動や学校運営を継続的に改善するための仕組みが機能し、活気の

ある明るい組織風土が醸成され、多くの生徒・保護者・職員が学校に満足している。 

 

４ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動    

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学習指導 

 

〇「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を通

して各教科等における資質・能力を確実に育成します。また、

必要な図書館資料等を提供します。 

【活動指標】 

・各部署、教科・学科と定期的に連絡・意見交換を図り、取

り組み内容や様子を共有する。 

・年度末実施のスタディーサポート、基礎力診断テストにお

いて、80％以上の生徒が教科計 GTZ（学力）で C以上となる。 

・保護者、地域の中・高教員を対象とした授業公開を実施し、

学校の教育内容を知ってもらう。 

【成果指標】 

・生徒実態調査で「各教科の授業が分かりやすいか」を問う

質問にて肯定的回答が 80％以上 

・平日の家庭での学習時間が昨年の数値（40.2分）よりも 5

分増加する 

図書館の貸出利用率 60％（昨年度は 54.2％） 

（年度末および適宜記載） 

◎ 



生活指導 

（生徒指

導） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（生徒会） 

（生徒指導） 

〇基本的生活習慣の形成と規範意識・公共心を育む指導・支

援を行います。 

〇非行やいじめなど問題行動の未然防止と早期発見の取り組

みを行います。 

〇通学マナーや交通ルールを守る意識及び態度を向上させ、

交通事故防止を図る取り組みを行います。 

【活動指標】 

・交通安全指導や身だしなみ指導を兼ねた朝の挨拶運動を月

3回以上と実施するとともに、学期に 1回以上強化週間を設

定、遅刻防止と挨拶の習慣化等を図る。 

・遅刻生徒の人数を把握し、各学期 5回以上となった生徒に

は、事情の確認と保護者との連携を行い生活習慣の改善に努

める。 

・公共の場におけるマナーやルールについて共通認識を図る

ため、HR連絡を毎月 2回以上発行する。 

・関係機関の講演会などを各学期 1回以上実施し、交通事故

や問題行動の未然防止に努める。 

・各学年で年間 2 回以上いじめアンケートを実施し、いじめ

の未然防止や早期発見に務める。 

【成果指標】 

・生徒が関係する交通事故の件数昨年度以下（12件） 

・正当な理由無く 5回以上遅刻した生徒の人数各学期 5人以

下。指導した生徒が遅刻改善 100％（次学期の遅刻数 5回以

下） 

・問題行動の件数昨年度以下（29件） 

・いじめアンケートの回答率 80％以上 

 

（生徒会） 

〇行事について、生徒が考え、行動し、自分たちで作り上げ

ることができるようにします。 

【活動指標】 

・体育祭、文化祭、クラスマッチなどの学校行事に向けて週

１回の生徒会執行委員での話し合いの時間を持ち、規律を守

りながらも生徒が楽しめる企画を考え取り組む。 

【成果指標】 

・生徒会執行委員会への役員出席率 80％以上 

・各行事の生徒満足度 90％以上 

 

 

進路指導 〇3年生全員の進路希望実現を目指します。 

〇生徒の主体性を涵養し、生徒自身が能動的に進路実現を果

たせるよう、3年間を通したキャリア教育の充実を図ります。 

〇保護者への進路情報発信に務めます。 

【活動指標】 

・進路希望調査に基づいた生徒が希望する企業との情報交換

100％ 

・入試情報の収集と共有 

・就職講話、総合型選抜・学校推薦型選抜対策講座の実施年

2回 

・総合的な探究の時間、LHR 等を活用した進路指導の実施年

１回以上 

・進路ガイダンスの実施。（出前授業年 2回以上、進路ガイダ

ンス各学年１回以上、看護医療ガイダンス年 1回） 

 

 



・1，2学年普通科の全員模試：年 2回以上 

・1，2学年専門科の全員模試：年 2回以上 

・スタディサプリ希望者の活用（普通科） 

・進路だより等での情報発信：各学期 1回以上 

・総務部や学科と連携した保護者会の実施、参加 

学科保護者会への参加：1回以上 

・保護者向けの進路情報の発信 

【成果指標】 

・3年生全員の希望進路実現 

・5 年後 10 年後 20 年後の自分の姿を意識していると回答す

る生徒の割合が学年進行で上昇 

・希望進路実現のための流れが理解できたとする保護者の割

合 70％以上 

保健指導 〇健康上の課題を自己認識し、生涯にわたってより健康的な

生活を送るための実践力を身につけるよう、適切な援助や啓

発を行ない、学習の機会を提供します。 

【活動指標】 

・保健だよりを発行し、正しい知識の周知や生活習慣の改善

を図る。 

・学期毎のカウンセラーだより発行を通じて、校内の教育相

談体制の周知と、ヘルスカウンセリングの充実に努める。 

・各学期初めと終わりの大掃除を実施し、毎日の掃除でのゴ

ミ分別の指導を通じて、美化・衛生意識の向上と校内美化環

境の維持・改善に努める。 

【成果指標】 

・規則正しい生活を心がけ、正しい知識が身についたと回答

する生徒 70％以上 

・定期的な保健だよりと学期毎のカウンセラーだよりの発行 

・ゴミ分別の正しい知識の習得、実施 100％ 

 

 

人権教育 〇自分の人権と他人の人権を守るための知識と行動力を持つ

生徒の育成に努めます。 

【活動指標】 

・人権サークルによる校外人権サークル交流会の参加 5 回以

上 

・人権ＬＨＲの実施 3回 

・人権フィールドワークの実施 1回 

・人権委員による文化祭企画の実施 

・人権講演会の実施 1回 

【成果指標】 

・人権サークル交流会のアンケートにおいて「学びがあった」

の回答が 90％以上 

・フィールドワーク参加者のアンケートにおいて「学びがあ

った」の回答が 90％以上 

・人権委員による文化祭企画の実施 

・卒業アンケート時の人権学習に取り組む姿勢について「積

極的だった」の回答が 90％以上 

・卒業アンケート時の差別的な場面に出会ったときの「何も

しなかった」の回答について、前年度 100％から 80％以下へ

の減少 

 

 



普通科 〇本校普通科の方向性と求める生徒像を明確化し、職員はも

とより、中学校(生徒、保護者および教員)、地域と共有しま

す。 

〇松阪地区内の他の普通科高校との区別化を図るため、カリ

キュラムや総合的な探究の時間（ＤＣＴ）を見直します。 

【活動指標】 

・中学校に対して普通科の特色や進路実績をＰＲする機会

（中学校訪問、高校生活入門講座など）を年 3回以上設ける。 

・上記取り組みを推進するため、校内組織として新たに普通

科改革チームを設け、2 か月に 1 回以上の普通科小会議を設

定する。構成員は、管理職、普通科代表、学年主任、分掌主

任を中心とし、5教科および体育科教員を加える。 

・普通科会議を年 2 回以上開催し、今後の普通科のあり方に

ついて決定する。 

・総合的な探究の時間（ＤＣＴ）において、校外活動を生徒

1人当たり年 1回以上設定する。 

・多様な視点から探究活動に取り組めるよう、1 学年におい

て学科横断型の探究活動を実践する。 

【成果指標】 

・後期選抜における普通科志望者が定員に対して 100%以上 

・総合的な探究の時間において、年度末の振り返りアンケー

トで「何事にも主体的に取り組む力が身についた」と答える

生徒が 80%以上 

・全ての普通科教員が、本校普通科の魅力を言語化できる 

 

◎ 

専門教育 〇資格取得や各種大会・発表会への出場を推進し、将来の進

路に向けた学習意欲の向上を図ります。 

〇他教科・他学科・地域との相互連携を図り、地域の活性化

に貢献できる人材の育成を目指します。 

〇外部講師による生徒・職員向け研修会を実施し、専門性の

向上を図ります。 

〇日々進化する食産業の知識や技術、環境等に深い関心を持

ち、校内外の研修の充実を図ります。（食物調理） 

【活動指標】 

・資格の丁寧な案内と補習等のサポート 

積極的に農業クラブ活動や発表会に参加 

・他教科・他学科・地域との連携 

・専門の研修を受ける機会を設けて高度な知識・技術を身に

つける 

【成果指標】 

・資格取得者総数 165人以上（生産経済） 

農業クラブ競技会、発表会等で総数 10以上の受賞（生産

経済） 

・他教科・他学科・地域との連携の実施 年間 3回 

・外部講師による生徒・職員の研修会の実施 年 3回以上 

 

 

学年 （1年） 

〇生徒自らの学びを高める学校時間の確保に努めます。 

〇互いを尊重し、互いに成長する集団づくりに努めます。 

〇人間力の育成に努めます。（挨拶・返事・身だしなみ） 

【活動指標】 

・学びを実践につなげる。学びの記録を毎学期入力し結果を

確認する。 

・一人一台端末の有効活用と問題点の抽出を行う。 

 

 



・学校行事を大切にし、互いの価値観を尊重する経験を増や

します。 

・好感の持てる挨拶、返事、身だしなみを常に心がける。 

【成果指標】 

・学期ごとの学びの記録入力 100％ 

・一人一台端末の利用で、「学習効果が向上したと感じる」割

合 50％以上 

・「行事を頑張った」人の割合 80％以上、「人間関係を大切

にした」人の割合 95％以上 

・生活面において、挨拶・返事・身だしなみが十分にできた

かを確認する。「できた」人の割合 80％以上 

（２年） 

〇生徒自らの進路を明確にして、進路希望を実現するための

雰囲気作りと互いを高め合う学校時間の確保に努めます。 

〇互いを尊重し、平和を愛する優しい気持ちを持った人間形

成に努めます。 

〇コミュニケーション能力を高め、協調性のある人間の育成

に努めます。 

【活動指標】 

・自らの進路希望を明確化するため、進路講話、ＤＣＴ、イ

ンターンシップ、面談、その他の教育活動全般を通じ、家庭・

担任・進路と相談をしながら考える体制を構築する。 

・平和の大切さを再認識するため、修学旅行での平和学習を

充実させる。 

・生徒との対話を中心に、挨拶、返事、身だしなみの大切さ

を呼びかけていく。 

【成果指標】 

・進路講話やインターンシップ、その他学校の教育活動全般

を通じ、自らの進路希望を明確にできたと思える生徒が 80％

以上 

・修学旅行の平和学習を通じて、平和の大切さをあらためて

認識できたと感じる生徒が 100％ 

・挨拶や返事、身だしなみに関して気を付けてきたまたは以

前から十分できていると自己評価できる生徒が 80％以上 

（３年） 

○進路希望に応じた自発的な学びの場を提供します。 

○社会に求められる力の育成に努めます。 

○人間力豊かな集団の育成に努めます。 

【活動指標】 

・進路希望実現のため、必要な情報を適切に提供します。 

・スタディーサプリを活用し、個別の学びをサポートします。 

・学校行事を中心に「考え」「チームで動く」力を養います。 

・コミュニケーションスキルやセルフコントロールスキルが

身につくよう、生徒との対話と見守りを大切にします。 

【成果指標】 

・進路実現 100％ 

・「高校での学びを上手く活用できた」とする生徒 80％以上 

・「相可高校で成長を実感できた」とする生徒 80％以上 

改善課題 

（年度末に記載） 

 



（２）学校運営等 
【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

組織運営 〇校内の情報共有や協力体制の強化に取り組みます。 

【活動指標】 

・情報共有体制の見直し 

・校務分掌の見直し 

【成果指標】 

・風通しの良い職場であると感じる職員 80％以上 

（年度末および適宜記

載） 

◎ 

研修 〇校内研修の実施により、教職員の資質能力を向上させると

ともに、同僚性を育みます。 

【活動指標】 

・保護者、地域の中・高教員を対象とした授業公開を実施 

・ICT活用などに関わる研修 2回 

・教育相談研修 3回開催し、教職員一人 1回は参加。 

・校内人権研修会 1回以上、校外人権研修会 1回以上参加 

・コンプライアンス研修 3回 

【成果指標】 

・生徒実態調査で、「各教科の授業が分かりやすいか。」を問

う質問にて肯定的回答が 80％以上 

・校内研修の時期・内容に対する職員満足度 80％以上 

 

 

情報発信 〇本校の特色ある学びを積極的に情報発信します。 

【活動指標】 

・ホームページの更新 月 2回以上 

・各機関等への情報提供件数 20件以上 

【成果指標】 

・募集定員の充足率 100％ 

 

※ 

信頼される学

校づくり 

 

〇研修や事例研究等を通して、教職員のコンプライアンス意

識の向上を図ります。 

【活動指標】 

・「信頼される学校であるための行動計画」に沿ったきめ細や

かな学校運営に努める。 

【成果指標】 

・不適切事案の発生件数 0件 

 

 

働きやすい職

場環境づくり 

〇健康で働きやすい職場環境づくりのために、総勤務時間の

縮減に取り組みます。 

【活動指標】 

・定時退校日の定時退校実施率 97％以上 

・放課後に開催した会議が 60分以内の割合 80％以上 

・行事の見直しや精選 

・予定通り休養日を実施できた部活動の割合 90％以上 

【成果指標】 

・時間外在校等時間が年 360時間を超える教職員数 0人（R4年

度 13人） 

・時間外在校等時間が月 45 時間を超える教職員数：0 人（R4

年度 5.67人/月） 

・1人当たりの月平均時間外労働：8時間以下 （R4年度 17.8

時間） 

・1人当たりの年間休暇取得日数（12月 31日現在）12日以

上 （R4年度 9.16 日） 

 

※ 

改善課題 



（年度末に記載） 

 

５ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次へ

の取組方向 

（年度末に記載） 

６ 次年度に向けた改善策 

教育活動につ

いての改善策 
（年度末に記載） 

学校運営につ

いての改善策 
（年度末に記載） 

 


